
D【学校等における取組内容】 

 

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（令和６年１１月調査校数８０４校 複数回答） 



【学校等における取組例】 

＜福島市立福島第二中学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜小野町立小野中学校＞ 

各クラスの生徒保健委員会が、手軽に作れる・食べられるレシピを考えた。誰でも短時間で簡単に作ることができる内容にした。 

お昼の放送で紹介するだけでなく、給食室前と保健室に掲示し、生徒に興味を持って、自分で作ってもらえるように工夫し、朝食摂取について呼び

かけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜あさか開成高等学校＞ 

 

 

 

 



＜県北地区の学校の取組＞ 

・１１月の清潔検査（週１回・月曜日）に「朝食を食べたか」の項目を設け、１か月を通して朝食を摂取する大切さが意識できるようにした 

・朝ごはんチェック票の記入、生徒へ啓発資料の配付、生徒委員会活動による放送での呼びかけ 

・栄養教諭による放送指導、校内放送内容の見直し(朝食のメリットや摂取しなかったときのデメリットなどをわかりやすく話した） 

・保健体育委員会による各クラスでの呼びかけ 

・掲示物の時期や場所の工夫(保護者が来校する三者面談の時に実施、昇降口、各階段の踊り場に掲示）し親子で考える機会とした 

・上学年は自分手帳の記録、下学年は本校独自の記録表を用いて朝食の摂取と起床・就寝時刻の記録による食生活を含む生活習慣を振り返る機会を設定している 

・生活習慣チェックシートの実施 

・保健委員会の児童が１年生に朝食についての紙芝居を読み聞かせた 

 

＜県中地区の学校の取組＞ 

【郡山市】 

○小学校 

・「朝食におすすめのみそ汁」を給食委員会で考案し、給食で提供  ・給食だより、献立表、放送で「おすすめみそ汁」を紹介した 

・給食時間の放送で指導（２校）  

・期間中：給食委員会による定期的な放送での呼びかけ。試食会で保護者に朝ご飯について話しを実施 

期間外：外部講師による食に関する指導（市内栄養士による指導【１年】明治栄養士による指導【１・２・３・５・６年】） 

○中学校 

・昼食時、朝食に関しての放送を行い、呼びかけた  ・保健委員会の生徒が朝食を食べてくるように呼びかけを行った 

【須賀川市】 

・野菜や稲の栽培活動  ・昼の放送で朝ごはんの大切さ紹介  ・給食委員会でポスターを作成し学区内のスーパーに掲示 

・給食委員会児童・生徒が全学級に訪問し、朝食の重要性を呼びかけた   ・ふくしまっ子ごはんコンテストに応募 

・生徒委員会で「豆つかみ大会」を開催しはしの持ち方を確認した  ・栄養技師による食育指導 

【鏡石町】 

・調査期間中、朝の学活時に各学級の給食委員会による朝食に関する内容についてのコメントを発表した 

・給食で朝食モデル献立を実施した 

・給食時、朝食摂取や生活リズムに関する内容の放送を実施した 



【天栄村】 

・各学年による朝食・生活リズムに関するスライド資料の提供 

【古殿町】 

・保健美化委員会児童による朝食摂取の大切さと各学級で作成した朝食標語の発表 

【小野町】 

・保健委員会の生徒が、簡単に手軽に作れる朝食メニューを考えて、完成したレシピを給食室前と保健室に掲示し、手軽に朝食摂取できるように呼びかけた 

 

＜県南地区の学校の取組＞ 

【白河市】 

○五箇幼稚園 

・年に一度、全園児の保護者・職員からお弁当のレシピを提出してもらいお弁当レシピ集として各家庭に持ち帰る。隣の小学校にも配付 

・野菜の栽培・世話・クッキング及び試食 

・園だよりと共に、日本伝統の旬の野菜について等食に興味関心が持てるように「食にまつわるおはなし」として別紙おたよりを作成し配付。各家庭、小学 

校、地域の回覧などで配付している 

・市職員による食育指導 

○白河一小 

・昼の放送で朝食摂取の大切さについて呼びかけた 

・給食委員会で朝食摂取を啓発するポスターを作成し、掲示をした  

○みさか小 

・下学年にワークシートを準備し、1週間保護者と一緒に朝食について振り返り、次に生かせるようにした                                                                       

【泉崎村】 

・幼稚園で、園長先生が集会や生活の中で「朝食を食べてきましたか？」と園児に聞くことが習慣となり、園児自ら「朝ご飯食べてきたよ！」「今日は○○

を食べてきたよ。」と報告に来ることが増えてきている 

 

 

 



＜会津地区の学校の取組＞ 

・給食委員会による給食についての放送を一週間行った  ・給食委員会による朝ごはん標語コンテスト審査会 

・栄養教諭が給食時間に各教室訪問を実施し呼びかけを行った ・朝食もりもりカードによる一週間朝食摂取強化を全校生実施 

・お昼の放送等で紹介したり、呼びかけたりした    ・給食時に、栄養技師が放送で朝食の大切さについて児童への啓発を行った 

・全校生対象に、食育コーディネーターより事前指導を行った ・生活リズムチェックカードの実施、養護教諭・委員会による朝食摂取必要性の放送の実施 

・委員会による朝食摂取や生活リズム見直しの発表、放送での啓蒙  ・健康委員会による朝の具だくさん味噌汁スープ週間の放送 

・児童健康委員会による啓蒙活動。・三者面談において保護者への啓発、保健委員会による放送での呼びかけ 

・「わたしの朝食おすすめみそ汁」の募集 ・生徒保健委員会による放送での呼びかけ 

【西会津町】 

・町ケーブルテレビによる特別番組の放送、朝食や生活リズムに関する動画配信 

【会津美里町】 

・朝食について見直そう週間に、保健委員会の生徒が、朝食の役割や食べる工夫などについて昼の放送で情報発信した 

【三島町】 

・保健 給食委員会で、朝ごはんにおすすめの旬の野菜を使ったおかずを考え、掲示・お便りで紹介した 

【高等学校】 

・食育週間の期間に食育情報を昼の放送で紹介した 

・フードデザインを選択している生徒が作成した食育新聞を掲示した          

【特別支援学校】 

・月に一度「食について考えよう週間」を設け、季節の食材に関することや給食に出た食材についてのクイズを出したり、「食」に関する情報を掲示したり 

している 

 

＜相双地区の学校の取組＞ 

・ごはんコンテストの出品作品を給食献立として提供し、給食時間における指導を行った 

・給食時に朝食についてのパワーポイント動画を作成し放送する 

・朝食を見直そう週間スタンプラリー   

・委員会の生徒が中心となり放送等で朝食に関する情報を周知、啓発した  

・「めざせ！食品ロスゼロ」川柳コンテストの募集 



＜いわき地区の学校の取組＞ 

【小中学校】 

・エコクッキングの実施（地元企業との連携）・清潔検査の時間に毎月１回自分の朝食の内容について振り返る 

・早寝、早起き、朝ごはんカレンダーの実施（下学年（１～３学年）学年には、「早寝・早起き・朝ごはんカレンダー」を配付し、土日も含めて１週間記録   

 してもらい、振り返りを行った） 

・給食試食会を開催し、栄養教諭から朝食の大切さや減塩について講話する 

・５学年「かじきかつ交流」１学年「栄養教諭活用」ふくしまっ子お弁当などの食育コンクール参加 

・委員会による啓蒙活動（クイズ、インタビュー、呼びかけ、ポスター、委員会便り、集会活動、校内放送など） 

【高等学校】 

○平工業高校 

・昼休みの保健委員による放送での啓発活動 

○いわき翠の杜高校 

・12月の保健の日に高校生のための栄養教室を活用し、栄養教諭による簡単に出来るレンジを使った朝食作りを実習する予定 

 

 

 

 

 

 

 

 
第２回目の「朝食について見直そう週間運動」の期間には、各学校において様々な取組が行われました。 

今回は、幼稚園や高等学校での食育実践例も提出されました。ぜひ各園、学校で参考にしてください。 

   

  今回は、初めて「朝食を食べない理由」を調査しました。その結果、『寝坊して時間がない』『食欲がない』などの理由が多く挙げられました。

朝食を食べることで体温が上がり、体を目覚めさせ、午前中の活動が活発にできるようになります。また、朝食・昼食・夕食の３食を規則的に

食べることで、体内時計が整い、健康な生活が送れるようになります（自分手帳 食生活 10 ページ参照）。寝るのが遅くなると、朝すっきりと

起きることができず、食欲が出なかったり、着替えなどの準備に時間がかかり、食べる時間がなくなったりします。朝食を食べるためには、睡

眠時間を十分に確保することも重要になります。 

   『朝食を食べると太るから食べない』という理由もありました。朝食を食べないと、成長に必要な栄養が十分に摂取できません。また、空腹

時間が長くなり、昼食や夕食からの食事を体内にため込もうとするため、脂肪がつきやすい体になり、かえって肥満になってしまうと言われて

います（自分手帳 食生活 11ページ参照）。 

  幼稚園～高校生までは、生涯にわたって健康な生活を送るための体の土台作りを行う大切な時期になります。子どもたちが自分の生活を振り

返り、健康でいられるように自分で自分の生活をマネジメントする「健康マネジメント能力」を身に付け、朝食をしっかりと食べることができ

るよう、引き続き、各園や学校が家庭と連携して食育に取り組んでいただきますようお願いします。 

 

 

 
 


